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福島県の4－6米つくり運動に対する

接近技術について

佐　　藤　　惣　　治

（福島県農試）

ま　え　が　き

福島県農業振興計画に基づき，県平均反収429軸，反当

所要労力141時間を．今後10年間に増帆省力目標を10

アール当り600晦．稲作労力を53時間の6割省力を実現

するため，福島県4－6米つくり運動をおこし，米作農家

の自主的生産力括動を基調とし，農業関係機関の総力を

結集し，多帆安息省力化を図ることにした。昭和30

年以降稲作技術が年々改良されて，収量も上昇して来た

が，福島県における稲作地域は，三陸沿岸に添った．浜

通北部地九北開東に接続する常盤地方の大平洋岸は．

排水不良，潮風賓によって，稲作収量も低く，生産も安

定していない。阿武隈川流域の中通平坦地方福島～郡山

の北部地方は地力良く収量も高く，年々収量も上昇して

いるが，郡山～白河地方の中通南部地方は那須山脈の影

響を受けて，収量が多くない。会津盆地12，000加は盆地

気象と阿賀野川沖積層で，地味肥沃で多収地帯がある

が，収量は安定して，より多収となると今後の土地改良

事業と多収品種の育成に期待することが大きい。福島県

の稲作収量を変動させる地域は，阿武隈山間高冷地と会

津盆地を取りまく会津山村槙雪地方に分布する25，000厄

の稲作収量が不安定地域である。この地域の水田は耕地

整理も行われず．潅がい排水が不便で，水管理による生

育調節が出来ない。収量阻害要因として，冷害，病魚虫

害等の障害が周期的に起り，稲作が安定しない。福島県

の地域は七地域に大別され，これを県事務所別の16地方

に区分して，地方毎に稲作振興計画をたて，県．地方，

市町村および関係農業団体は相互に協力して，4－6米つ

①　米つくり安定多収目標（4割増収）

くり運動に当ることにした。

1．基　本　自　壊

①　年による差をなくして安定稲作

②　田による差をなくして多収稲作

③　人による差をなくして省力相作

2．到　達　目　標

1．稲作地帯区分と問題点

1．浜通北部地方

阿武隈山脈の東側にして，第三紀層の扇状地帯に点在

する標高50m以下の低湿地帯にして，三陸沿岸よりの潮

風書を受け，7，8月の日照時数は最も少なく，最高分け

つ期に過繁茂となり，徒長によって豊熟力が弱くなる。

低湿地帯の排水管理，客土等の土地生産基盤の改良が重

要である。従来の作付晶踵は梅雨期の日照不足と，生育

後期の多照で8月下旬出鹿の晩稲の作付が多かったが，

保護苗代の普及によって早櫨が普及し，早中稲フジミノ

リ，セキミノリ等の作付が多くなっているが，8月5日

～8月25日頃に出捜する早中晩品種を組合せて，生育収

量を安定させる必要がある土壌は還元過多にて．板群？

発育も悪く，中晩稲の幼穂形成期後に日照が多くなるの

で，沖漬土壌では，晩期追肥を行なって，二次枝梗，弱

勢モミの登熟力を高める施肥方法を検討する。

2．中通り地方

奥羽山脈と阿武隈川の中通平坦地で須賀川市より福島

市にわたり，多収穫地帯がある。昭和36年郡山市三穂田
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②　米つくり安定省力目標

村で915枚伊達郡国見村で昭和37年915軸の多収穫記録

がある。中通北部地方は埴壌土にして．稲生育は秋勝り

生育を遂げ登熟がよい。新期生育が遅れるため，総数型

品種農林21号の栽培が多かったが，最近早植となって，

新期生育が確保され．中間型ササニシキ，セキミノリを

栽皆し生育期間を長くし多収をあげている。この地帯で

も晩期追肥が間題となっているが，稲の登熟が遅れ，未

熟粒が残るから晩期追肥を注意しなければならない。中

通北部地方は埴土壌が多く，透水力が少なく日滅水深10

即位で，根群の発育不良となり易いので，土壌改良方法

として．心土破砕．暗渠排水を行ない．また代操の方法

も租代柊を行ない，団粒状にて田植する。一般に動力耕

転機にて代榛が丁寧過ぎる傾向がある。

中通南部白河，矢吹．棚倉地方は．火山灰土嚢，秒壌

土が多く，耕土浅く秋落ち土盛が多い。梅雨空の後出穂

期前後に雷雨等による降雨が多く．湿温の変動が多くイ

モチ病の発生が多い。イモチ病の計画防除がこの他方の

対策技術として重要である。

この地方は羽鳥ダム，西郷ダム等農業用水が改修され，

稲作は安定多収になりつつあるが，客土，床締めにより

漏水防止を行ない施肥量を安定させる。イモチ病の先生

が大きい。また水管理を上手に行なうことが必要である0

3．会津廷地

会津盆地は標高200m前後で，阿賀川の上流にある。

沖積地にして河沼郡の名のあるような沼地から発達した

地帯である。

会津盆地は平均して多収で，佐賀漸川扇状地帯．会津

坂下町，新鶴村と．経国山麓の塩川町，磐梯山，翁島火

山泥流にて形成された標高200～250m地帯に多収穫地

が多い。昭和31年新鶴村にて反収873軸の多収をあげ新

鶴村平均反収は540軸と県下一の多収である。盆地気象

によって．稲作期間は多照高温で生育初上郡まやや低温，

幼穂形成期に高温．出穂登熟期は多照と，生育期間毎の

気象の特徴があって気象には恵まれている。

品種の作付けも早生種が主体をなし．9月末日まで85

％の収穫が終了する。幼穂形成期後の節長仲旺盛とな

り．止薬も大きく倒伏し易い，施肥改善と水管理によっ

て，帝生育を調節することが安定多収の方法である。

4．阿武隈山間高冷地方

標高300～500mの丘陵地に点在する花崗岩埴壌土

で，冷水潅漑，排水不良湧水田が多く生産条件が悪い。

また気象も中通平野と太平洋との気流の変化が多く，日

照も少なく気象条件はよくない。谷間の水田が多いため，

ドロオイムシの発生も多く，イモチ病の常発地帯である。

作付品種もチョウカイ・アキバェ等が多く栽培されてい

る。作孝の移動．栽植様式．品種の適応性にて，地帯に適

合した稲作枝術がこの地方の安定稲作の基幹となる。

5．会津山間続雪地方

苗代期間は融雪が過れて適期播種が出来ない地方で，

保護苗代によって計画的に播種することが大切である。

昭和9年の冷害は5月上中旬播種の晩播にて，田植後急

激に生育し，イモチ病の被害と，生育惑延による登熟障

害であった。潅がい用水は水温も低く．水口の育立も多

い。田植後分けつ終止期までの初期生育期間が短いため

有効穂数が少ないから，並木椎による密椎によって初期

茎数を確保することがある。猪苗代地方の標高は530m

であるが，地形平坦にして水田が2，500加ある。水管理

も便にして集団栽培が行なわれ，平均反収も年々増加し

ている。山間地帯の生産基盤を造成することが重要であ

る。

3．安定多収技術対策

福島県における稲作反収の累年統計を見ると，昭和30

年以降は収量は安定しているが，収量低下は昭和39年の

とおりで，登熟期における長雨によって，秋上げ半作の

諺のように減収することが大きい。昭和29年，40年は幼

穂形成期より出穂期にかけて，低温障害があり，高冷地

が減収したが．全県的には被害は少なかった。本県の収

量は過繁茂によるイモチ病，倒伏障害が大きく，これら

を助長する雨量が．収量を左右している。また稲作収量

を地方別に見て会津盆地両沼地方532た，斯淋495軸，

北会津485物と最も多収で，浜通北部双葉376軸，中通

南部東白川378晦と収量が少ない。中通北部は，県平均

収量が安定している。低収および収量不安定地域の稲作

改良が重要で，全般的栽培法の改善，礪水防止．施肥改

善，病害防除の四点にしぼることができる。

2∴稲作技術の改善

1．億百育成

昭和30年以前と比較すると，保護苗代の普及によっ

て田植は7～10日早まって来た。しかし保護苗代の普及

による早椎は，一般に租櫨の傾向になって．田植省力の

ため椅付本数も少ない。多収穫の収量構成要素は，田椎時
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の植傷み防止，初期茎数を確保し，苗代面槙を充分とっ

て，田植に支障ないよう健首を充分準備する。畑苗代の

普及が多くなり，苗代水田に設けたり，雑草の多い畑地

に設けているのもあるが，設置場所を検討して適地を選

ぶことがたいせつである。浜通り地方，中通り南部で

は，苗代末期に風害を受け易いので，ネット防風囲を作

り，莱先枯れを防止する。保温折衷苗代も被覆期間が長

く「ムレ苗」が発生し易いので5～10日位に早目に除紙

するい会津他方は水苗代が多いが，水苗代では芽出蒔を

上手に行ない，田植は5月15日～25日が適期であろう。

2．品槌について

早椎，多肥に対して強辞で耐倒伏性，勿論イモチ病に

強い品種を選ぶ。最近は紋枯病や′ト粒菌核病の発生も多

く，年々これらの被害が増加しているので充分考えなけ

ればならない。会津地方はことに倒伏し易いので秋季多

雨に対して穂発芽しない晶粒も考えるべきである。本県

の主要作付晶亀セキミノリ，農林21号は少鹿性良質であ

るが倒伏し易く耐病性も弱いので，中晩生強梓品種の育

水陸稲収穫量累年統計（福島県）

地　方　別　水・陸　稲　収　穫　量

合 計

中

昭和40年　田植進捗状況，育苗様式（％）

項
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昭和40年　主要晶租の作付割合（％）
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県　　　　計 16・9l14・ll5・9l4・5日・51
成を望むものである。会津地方は，稲作気象もよく，地

力も高いので，早中生で9月末日まで収穫出来る強梓品

種が適している。中晩稲は多収載稗となるが．収穫竜燥

期の湿潤気象によって，乾燥不良となるから，通風乾燥

機による仕上げ乾燥する必要がある。浜通地方にセキミ

ノリが普及しているが，木蓮は集結病に弱く．多収であ

るが，さらにセキミノリ，農林10号，クサブェ，マソリ

ヨウ，中生新千本に代る安全性の高い品租を選定しなけ

ればならない。

3．地域別土性と肥倍管理

福島県における地域は，土性とその地域の気象，地勢に

よって稲生育収量が支配されている。したがってその土

性に適合した施肥料と適肥料を選定し，それを調和する

適品種，耕租法を組合せて安全稲作を図る。泥炭グライ

土壌の分布は浜通北乱阿武隈山間，会津山間に多く，

22％もあるし，この他域の相作は水害，排水不良による

根腐れ．病虫害が多発し，生産が不安定である。珪カ

ル，燐酸多用，数量要素の補給によって土性を改良し，

根本的には暗渠排れ客土による土地改良である。作付

品踵も適応性の高い，多肥耐病性品種フジミノリ，板腐

れ抵抗性の強いさわにしき，適応性のあるチョウカイ等

地　域　別　土　壌

によって生産を安定させる。下葉の樽れ上りが多いの

で，風の通る方向に並木穂として密植する。分けつ最盛

期の中干し，イモチ病．紋枯病防除等万全を期待する地

域である。

灰色土壌は県内に多く分布し，肥切れし易く中晩生を

栽培し，分施・穂肥によって，登熟歩合を高める。灰黄

冷色土壌は本県の代表土壌塾にして．深耕による地力増

進，健苗育成による，早椎によって初期生育を進める。

穐数確保のため，農林21号，セキミノリ．′、ツニシキ等

を作付けし，元肥重点で肥倍管理する。この地域の晩期

追肥は出穂成熟が遅れるので注意しなければならない。

礫箕土壌は∴鮫川，夏井川，久慈川，阿武隈川．阿賀

野川の上流地域に分布し，会津盆地上流部に特に多い。

汲耕秋落地にして生産量が低い，客土・床締めによる土

地改良の効果が高い。北会津郡北会津村が1，000九庁の基

盤整備工事が行われ，工事施行後の漏水防止の効果が大

きい。

黒色土壌は中通南部の白河，矢吹地方に多い。漏水が多

く，開田15年位で水持ちは良くなっているが，用水量が少

ないので，表土はぎ床締めを行なう。西白河郡鏡石町に

て．漏水防止のため，プルトーザ一にて表土はぎし，鋤

型　分　布（％）
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床層をローターベーターにて耕転し，床締めして，作土

をもとして改良しているが．施行水田では滅水深が半減

して．水管理労力の省力ができ，10アール当り60～80物

位の増収を見ている。反当工事費は18，000円で高価で

あるが，床締め方法も湿地プルトーザーを使って．荒代

掻時に漏水の多い盛土部分だけブルトーザ一による床締

めも可能であろう。

黒色土壌は初期生育が不良で，農家は多肥栽培が多

い。また漏水が多いため，追肥・分誰も行われている

が，かえってイモチ病が多発がするので，分施は危険で

ある。初期茎数を確保するのに．穂数塾のササニシキが

適し，並木柾による70～80株の密椎，穂イモチ病防除，

燐酸多用，漏水防止による水管理によって，今後の多収

が期待される地域である。

3．稲作業の省力と機械化

昭和28．29年の冷害を契観として稲作技術の進歩はめ

ざましく．とくに農作業面で，動力耕志枚の普及が飛躍

的に発展し，耕寂および代掻作業が3分の1に節減さ

れ，また保護苗代の普及，農業水利が改良され早植され

ている。田植労力も，代接の精度が高まり，苫運搬，田

植人夫も機動的に早くなり，若干節減されているが，直

播，田植機の利用によらなければ省力出来ない。除草労

力も，除草剤の普及によって半減されている。管理作業

は従前よりよく実施され，水管理や防除の徹底によって

年々増加しているが，これは省力栽培の手直しとして，

多収のためには是非必要な労力である。稲刈収穫作業も

若干省力されているが．従前とあまり変りない。稲刈

‡乱　′くイソダー，コソバイソの利用が今後に期待するも

のである。現在の′ト区画の水田は，耕地も分散して，耕

地の集団化が是非とも重要な省力手段である。

昭和35年以降，農村の基幹労力は出稼ぎや兼業化によ

って減少し，やむなく省力化が強請され，耕転．除草，

運搬作業が機枕化，委託請負作業とならざるを得なかっ
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たものである。昭和37年から農業構造改善事業を中心に

区画拡大，農道，農業水利など基盤整備が本格的に進め

られつつあるが，今後の生産力増強と機枕化省力を図る

ことは最も重要な問題で，稲作作業体系のうちで，手持

の′J、塑像賊の利用，協同施設，請負機械化作業の組合せ

を取り入れて，実用的な技術体系を組立てることであ

る。省力栽培は，土地基盤整隋，土地改良による肥沃化，

乾田化によって生産力を高めて，省力するが，段階的に

進めてゆく。

1．苗代集団と共同化

作奉の調整，品種の統一，適地の共同設匿によって，

計画的に育苗する。

2．直播栽培

昭和37年より展示的に普及し，昭和37年67加，38年88

厄，39年100才は，40年109ゐ丘と実施されて釆たが，直席

は播種作業が天候に支配されて，生育収量が安定してな

い。除草剤による除草にもいまだ問題があり，今後砂壌

土で作業が容易で生産の安定した地帯に，集団的に普及

させたい。

3．田植機の開発と収穫乾燥

中型田植機の利用，バイソダーによる稲刈，生脱穀，

通風乾燥と収穫体系を組立て，現在の収穫作業をより合

理する。

む　　　す　　　び

今後10年間に4割増収，6割省力は，組織を通じ，有

機的連けいをもちながら増産技術を確立し，収量を安定

維持しながら，基盤整備と土地改良による乾田化を図り

つつ省力体系を組立てる。試験研究機閑においては4－6

米つくり運動の一環として，計画に示された期待収量を

確保するため，地域に適合した技術を総合して，方部的

に15カ所の現地多収穫技術確立試験を設匿して，地域慣

行稲作の改善点を究明する。


